
 

会  議  録 

会 議 名 称 令和７年度 第２回登米市総合計画審議会 

開 催 日 時 
令和７年８月21日（木） 

午後２時00分開会 午後３時40分閉会 

開 催 場 所 登米市役所迫庁舎 ２階 大会議室 

議長（会長）の 

氏 名 
公立大学法人宮城大学 特任教授 徳永 幸之 

出席者（委員）の 

氏 名 

公立大学法人宮城大学 特任教授 徳永 幸之【会長】 

登米市子ども・子育て会議  片岡 大助【副会長】 

登米市景観形成会議 武藏 寛亨 

登米市都市計画審議会 青柳 善信 

登米市男女共同参画審議会 須藤 明美 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所 佐藤 芳明 

登米市中学校長会 千葉 和幸 

特定非営利活動法人登米市体育協会 関 壮一 

登米市文化協会 佐藤 文則 

一般社団法人登米市医師会 髙橋 雄大 

社会福祉法人登米市社会福祉協議会 宍戸 敬吾 

登米市民生委員児童委員協議会 佐々木 啓 

登米市食生活改善推進員協議会 千葉 みどり 

一般社団法人登米市観光物産協会 斉藤 惠一 

登米地域商工会連絡協議会 熊谷 毅 

みやぎ登米農業協同組合 伊藤 良晴 

登米市環境市民会議 佐藤 博   

登米市コミュニティ推進連絡協議会 河内 安雄 

臨時委員 氏家 和寛 

臨時委員 千葉 拓也 

臨時委員 亀卦川 祐里 

臨時委員 上野 まどか                   以上22人 

欠席者（委員）の 

氏      名 

宮城北部流域森林・林業活性化センター登米支部 加藤 惣吉 

一般社団法人とめ青年会議所 猪股 圭太郎          以上２人            

事 務 局 職 員 

職 氏 名 

【事務局】 

まちづくり推進部長 佐藤 靖 

まちづくり推進部次長兼まちづくり推進課長 遠藤 林市 

まちづくり推進部まちづくり推進課長補佐（総合調整） 髙橋 和広 

まちづくり推進部まちづくり推進課まちづくり推進係長 大久保 潤一 

まちづくり推進部まちづくり推進課まちづくり推進係 主査 及川 匠 

まちづくり推進部まちづくり推進課まちづくり推進係 主事 大友 健司 

議 題 

（１）第二次登米市総合計画の基本計画等に掲げる主な成果指標に対する成

果の検証について 

（２）第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる主な評価指標

に対する成果の検証について 

（３）登米市過疎地域持続的発展計画の施策区分で設定する目標の達成状況

の評価について 

（４）（仮称）第三次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定方針に

ついて 

会 議 結 果 別添のとおり 



 

会 議 経 過 別添のとおり 

会  議  資  料 

【資料１】第二次登米市総合計画 令和６年度実施状況について 

【資料２】第二次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略 令和６年度実施

状況について 

【資料３】登米市過疎地域持続的発展計画 令和６年度実施状況について 

【資料４】（仮称）第三次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定方針 

【参考資料】地方創生2.0基本構想（概要） 

【当日配布】実績検証修正箇所一覧 
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発言者 発言要旨 

事務局 

 

本日の審議会は次第にあるとおり、委嘱状の交付、諮問及び議事４件

について審議いただく。 

本日は、委員名簿16番の加藤惣吉委員、20番の猪股圭太郎委員から欠

席の連絡をいただいている。 

開会に先立ち、新たに就任される委員１名と、新たな総合戦略の策定

に当たり、登米市総合計画審議会条例第４条の規定に基づく臨時委員４

名の方に、市長から委嘱状を交付させていただく。 

【１ 委嘱状の交付】 

市 長 

 

（新たに就任する委員及び臨時委員に対し、委嘱状を交付。） 

【２ 委員紹介】 

事務局 

 

（委員及び臨時委員並びに事務局職員を紹介。） 

【３ 市長挨拶】 

事務局 市長より、挨拶を申し上げる。 

 

市 長 

 

（挨拶） 

【４ 開 会】 

事務局 ただいまから、令和７年度第２回登米市総合計画審議会を開会する。 

 

【５ 諮 問】 

事務局 始めに、市長から本審議会への諮問を行う。 

 

市 長 （（仮称）第三次登米市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定につ

いて諮問。） 

【６ 会長挨拶】 

事務局 

 

会長よりご挨拶をいただく。 

会 長 

 

（挨拶） 

事務局 ここで、市長は次の公務のため退席させていただく。 

 

【７ 議 事】 

事務局 それでは議事に入る。登米市総合計画審議会条例第７条の規定によ

り、議長は会長にお願いする。 

会 長 登米市総合計画審議会条例第７条第２項の規定により、審議会の会議

は、委員半数以上の出席が必要である。本日は22名の委員に出席いただ

いており、会議は成立していることを確認する。 

会議録署名人の指名を行う。今回は、11番の宍戸敬吾委員、12番の

佐々木啓委員を指名する。 

それでは、議事の「（１）第二次登米市総合計画の基本計画等に掲げ

る主な成果の検証について」、「（２）第二次登米市まち・ひと・しご

と創生総合戦略に掲げる主な評価指標に対する成果の検証について」、

「（３）登米市過疎地域持続的発展計画の施策区分で設定する目標の達

成状況の評価について」の３つの案件について、関連があることから一

括して事務局から説明願う。 

事務局 （資料１から資料３について説明） 
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会 長 ただいまの説明に対し、質問等あるか。 

 

会 長 いずれも今年度までの計画であることから、昨年度までで達成してい

なくてもというところだが、全体の項目数に対して目標を達成した項目

がそんなに多くなく、今年度での目標達成が難しいという項目もまだま

だあると思う。 

特に総合戦略については、今年度策定するため、この成果を踏まえて

次期計画を策定することとなる。 

気になる点があれば、後ほど事務局へ直接問い合わせいただいて構わ

ない。 

委 員 

 

過疎計画について、項目の３番がないのは指標の設定がないためか。

その場合は、そのように説明が必要だったのではないか。 

事務局 

 

ご指摘のとおり、指標の設定がないため資料からは除いている。説明

不足で申し訳ない。 

会 長 ほかに質問はないか。 

 

一 同 

 

（質問なし） 

会 長 続いて、「（４）（仮称）第三次登米市まち・ひと・しごと創生総合

戦略の策定方針」について事務局から説明願う。 

事務局 

 

（資料４について説明） 

会 長 ただいまの説明に対し、質問などあるか。 

 

会 長 

 

現行の総合戦略は、総合計画の重点戦略をピックアップし、組み替え

て策定したイメージだが、今回の総合戦略は独自性を持たせるというこ

ともあり得るか。 

事務局 基本的には総合計画の指標等を再構成した形での策定と考えるが、内

容によっては別の指標等を検討することも考えられる。 

会 長 

 

先ほどの実績を見ると、第三次総合計画の指標についても再検討した

方が良いものが出てくるかもしれない。総合計画に載せたものをそのま

ま持ってくるのではなく、しっかりと検討し、実効性の高い計画としな

ければならない。 

委 員 

 

次期総合戦略の策定に当たり臨時委員として参加いただいた４名の方

が、どのような分野に詳しいかご紹介いただきたい。 

事務局 

 

氏家さんは、登米市の地域おこし協力隊のＯＢであり、現在もまちづ

くりに関する分野の仕事をされている。 

千葉さんは、ＮＰＯ法人ぴぃすかんぱにぃで放課後児童クラブを運営

し、こどもたちの育成・教育をされている。 

亀卦川さんは、登米市の女性会議の副委員長を努めていた方である。 

上野さんは、東北風土マラソンの実行委員をされている方であり、繁

殖農家もされている。 

説明に不足があるかと思うので、ご本人からもお願いする。 

臨時委員 

 

氏家です。普段の仕事は、地域の中小企業などを対象にホームページ

の作成やＬＩＮＥ公式アカウントなどのＷＥＢマーケティングをしてい

る。また、専門学校などで講師をしている。 

臨時委員 千葉です。小学生対象のキャンプ事業や中高生ボランティア育成事

業、それに合わせた若者の育成、こども食堂、不登校の支援などをして

いる。団体としては20年を迎えたところであり、人材育成、リーダー育

成を行ってきた。 
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臨時委員 亀卦川です。女性会議に参加したり、地域の団体の手伝いでボランテ

ィアしたり、地元で何かあるときに手伝いをさせていただいている。仕

事は地元で自営業をしている。 

臨時委員 上野です。都内の新聞社で働いていたが2016年にＵターンし、家業を

継いで牛の繁殖と稲作の農家をしている。また、東北風土マラソンにつ

いては、東京にいた時に実行委員長と知り合い、食べ物を通して食べる

人と作る人をつなぎたいという思いから現在も携わっている。 

会 長 特に地域おこしは若者・女性の視点は大変重要となることから、よろ

しくお願いする。 

委 員 

 

ここでの質問は見当違いかもしれないが、廃校を利用し、介護や看護

の学校にできないものか。 

事務局 総合計画などは、大きな矢印を示す計画であるという中で、実現可能

性などの詳細な議論はこの場ではできないが、いただいた意見は担当部

署にはお伝えする。なお、仙台育英学園が東和町に東和蛍雪校舎として

空き校舎を活用いただいている。貴重なご意見として賜る。 

会 長 ほかに質問はないか。 

 

一 同 

 

（質問なし） 

会 長 

 

次回の審議会でもう少し姿が見えてくると思うので、それを基に具体

な議論を行えればと思う。 

それでは、以上で議事を終了する。 

【８ その他】 

事務局 （今後のスケジュールについて説明。） 

 

【９ 閉 会】 

事務局 

 

閉会に当たり、片岡副会長よりご挨拶をいただく。 

副会長 

 

（挨拶） 

事務局 

 

以上で、令和７年度第２回登米市総合計画審議会を終了する。 

 

 


